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【令和 6 年度 法人としての事業方針】 

 

 「八幡浜の若者とのつながり強化と育成、中間支援活動の対応力・発信力の強化」 

 

 令和６年度の当法人の方針は、29 年度から掲げている「次代を担う若者の育成」を引き

続き継承するとともに、地域外に住む八幡浜出身者や関係者等に対しても、幅広い地域情報

を届け、愛媛・八幡浜の「関係力の向上」を図っていきます。 

 また、中間支援業務における、個別相談の対応力の向上、活動自体の価値を発信すること

を目指し、ヘルプラインを通じた個別相談の拡充、対外的発信の充実を行っていきます。 

  

＜今年度の主なテーマ＞ 

１．八幡浜ビジコンを通じた地域内外の子どもたちとの関係性の構築 

２．ＢＯＣＯタワー関連事業の実施 

３．中間支援における対応力の向上及び価値発信の強化 

４．八幡浜在住・出身の若年層向けサポーターの増強 

 

 

【各事業等の計画】 

 

１．つながり事業 

 

（１）まちづくり意見交換会（オチャップ） 

オチャップとはお茶会とワークショップをかけた造語で「気軽に集まってまちの事

を考えよう」という想いのもと行っています。 

昨年練ったテーマや今回新たに「オチャップをやってほしい」と要望があったことか

ら、当年度は、夏と秋の 2回オチャップを行う予定です。 

 

（２）交流会 

当年度はメンバーが集まりやすいミーティング日に合わせたりしながら、みんなで

楽しめる交流会（忘年会など）を行い、メンバー同士の親睦を深めます。 
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２．まち育て事業 

 

＜プロジェクト＞ 

 

（１）８８プロジェクト 

   毎年 5月 5 日に「BOCOタワー世界選手権」を開催しており、今年度も開催致しまし

た。午前中は BOCOタワー体験時間とし、午後から世界選手権を３チームずつ２試合行

い、競技時間を一時間半と短縮したお陰で、大会に参加しやすかったみたいです。また、

今年度も「BOCOタワー体験」及び貸出についても引き続き行います。 

 

（２）「八幡浜の地域資源を活用したソーシャルビジネスチャレンジコンペ」の開催 

   八幡浜市内外の小学生〜大学生を対象に「八幡浜ソーシャルビジネスチャレンジコ

ンペ」を開催します。今年度は、八幡浜市から出された「地域に関する課題テーマ」に

加えて、企業からの「課題テーマ」を選択できるように要項を改正します。 

また、開催までに、学校の授業の中などでワークショップを行い、コンペの参加者層

を広げたいと思います。コンペについては、一次審査は書面審査を行い、二次審査は、

公開プレゼンテーションとし、参加者同士の交流や学びの多い機会となるようにして

いきます。 

 

（３）「八幡濱港拓」の共催 

   八幡濱港拓実行委員会主催。愛媛県八幡浜市の宝である「松村正恒氏」設計の建築群

をはじめ、歴史を感じながら、地域の子どもたちが来場者へガイドを行う「港拓」（「ま

ち・建築」を拓（ひら）く）を共催します。八幡浜市全域の素晴らしい景観や建物など

を再確認していただき、地域への誇りと愛着を育みます。また、子どもたちが主体的に

関わることにより，八幡浜の未来を切り拓く人材を育成します。 

 

（４）「子ども・けんちく学校」の共催 

   公益社団法人日本建築家協会四国支部愛媛地域会（JIA）の主催で、身近な存在の建

築やそれをとりまく環境に関して、楽しく分かりやすく学ぶ機会として「子ども・けん

ちく学校」を開催します。今年度は、以前行った「大島に物語のあるベンチを作ろう」

の続編として、メンテナンスを行ったり、島民や観光客に活用されるような工夫を子ど

もたちと一緒に考えて実行しようと思います。 
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＜中間支援事業＞ 

 

（１）みなと交流館等指定管理業務における中間支援業務へのリソース提供 

   第 3 期みなと交流館等指定管理業務を NPO 法人港まちづくり八幡浜と共同受託して

おり、４年目は、「ヘルプラインを中心とした、地域活動団体支援の展開〜団体支援体

制の整備とナレッジの蓄積及び対応力向上〜」をテーマに、みなと交流館中間支援業務

と連動して取り組みます。みなと交流館の業務の中に、令和５年度よりメンバー３名も

加わっていただいており、今年度から１名が常勤職員となりバックアップ体制を充実

させます。 

   また、本年度についても、ＮＰＯ法人活動助成事業（中間支援）の助成を受ける予定

です。 

 

 

３．事務局 

 

（１）情報共有 

  ① 理事者間での情報共有 

理事会については、総会の議決を経ての執行方法を協議する 6 月頃と、半期の振り

返りを行う 10 月頃の年 2回開催します。また、随時、理事ミーティングを理事者の

議事持ち寄り形式で行い、効率的に情報共有・方針決定を行います。上記には、必要

に応じて責任者やメンバーにもオブザーバー参加を求め、法人の運営に関与しても

らうように働きかけます。 

 

② 正会員との情報共有 

  情報共有・チーム作り・レベルアップなどに合わせて、今年度は交流を深めるとい

うことを強く意識し、理事ミーティング開催日にあわせて全体会を開催します。なお、

参加方法もオンラインを含めたハイブリット開催に対応し、より多くの人が参加で

きるように工夫をしていきます。 

   

（２）正会員の拡充とアプローチ 

   メンバー募集用のポストカードを活用し、運営にも関わってもらえるメンバーを増

やしていきます。入会前提ではなく、まずは、興味を持ってくださった方との相談件数

を増やしていきます。（目標：相談：３名、入会１名） 

   また、参加率を上げるため、正会員向けには、LINE を活用して、日頃から連携がで

きるようしくみづくりをしていきます。 

 

（３）サポーター（支援者含む）の拡充とアプローチ 

今年度は、八幡浜ソーシャルビジネスチャレンジコンペの参加者はじめ、イベント等
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に継続して参加していただいている参加者層をターゲットに、サポーター獲得を目指

していきます。（目標：純増１名）まずは、１つの LINEグループで正会員とサポーター

が混雑している情報の整理を行います。その上で、サポーター用の LINEオープンチャ

ットに誘導して、八幡浜に興味・関心を継続してもらうコンテンツを配信します。 

また、今年度はみなと交流館がボランティア登録制度実装に向けた準備を行う予定

です。ＹＧＰも当該活動に協力しながらボランティアに参加したい人のニーズを明ら

かにすることで、イベントボランティアからサポーターにつなげられるようなアプロ

ーチを調査します。 

 

（４）ＰＲ活動（広報） 

本年度は、ホームページ及びフェイスブックに力を入れて広報活動を実施していきま

す。ツールを絞ることで、内容を掘り下げることと、更新頻度を増やしていけるように

していきます。更新については、イベント当日に同時進行で、投稿などできる体制をと

っていければと思います。 

また、ホームページをさらに整理し、もっと知っていただけるために見やすい形にで

きればと思います。 

    なお、各事業・イベント等のチラシと同時にメンバー募集のポストカードも配布しま

す。 

 

（５）渉外活動 

   原則、ＹＧＰの独自事業を優先するとともに、受ける際は、理事・責任者が参加でき

るなど組織内ルールに基づいて、諾否・対応者等を決定していきます。 

 

（６）会計 

今期も引き続き、「ボランティアの人件費換算」を行います。目に見えないボランテ

ィアの人件費を時間数×愛媛県の最低賃金にて算出し、活動計算書に計上します。 

会費の徴収に関しては、ＷＥＢ上で管理できるシステム「会費ペイ」を導入しており、

加入率 100％（会費の徴収漏れがないように）を目指していきます。 

 

 

（７）事後管理（記録・評価） 

   活動後、その都度反省や評価、ノウハウを記録し、報告業務の効率化を図ります。な

お、記録漏れがないように理事ミーティングにて随時チェックをしていきます。 
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